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災害に対して
「自助」の備えを!

　

近
年
、
大
雨
を
は
じ
め
自
然
災
害
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
避

難
指
示
の
発
令
が
、
ま
れ
な
こ
と
で
は
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
に
備
え
る
取
り
組
み
と
し
て
、
自

助
・
共
助
・
公
助
と
呼
ば
れ
る
３
つ
の
取

り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
中
で
も
特
に
重
要
と
さ

れ
る
「
自
助
」
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

令
和
６
年
７
月
25
日
か
ら
の

大
雨
に
つ
い
て

　

７
月
25
日
、
前
線
の
影
響
に
よ
り
、
山

形
県
と
秋
田
県
を
中
心
に
記
録
的
な
豪
雨

と
な
り
ま
し
た
。
総
雨
量
は
多
い
と
こ
ろ

で
５
０
０
㎜
を
超
過
し
、
多
く
の
観
測
所

で
７
月
の
１
カ
月
間
の
平
年
値
を
上
回
る

雨
量
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
、
線
状
降
水
帯
が
２
度
発
生

し
、
大
雨
特
別
警
報
も
２
回
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
鶴
岡
市
や
酒
田
市
、
遊
佐

町
な
ど
で
は
、
警
戒
レ
ベ
ル
５
と
な
る

「
緊
急
安
全
確
保
」
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
警
戒
レ
ベ
ル
４
の

「
避
難
指
示
」
を
３
地
区
（
落
合
・
土
口
・

押
切
中
町
の
潴
）
に
発
令
し
、
避
難
所
に

は
１
０
０
人
を
超
え
る
町
民
が
避
難
し
ま

し
た
。

　

被
害
に
つ
い
て
は
、
人
的
被
害
や
公
共

施
設
等
の
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
町

内
各
所
で
住
宅
が
浸
水
し
、
農
地
や
道
路

も
冠
水
し
ま
し
た
。

床
上
浸
水

１
件

床
下
浸
水

㆓㆒
件

合　
　
計

㆓㆓
件

※
う
ち
５
件
が
非
住
家

■
町
内
の
建
物
浸
水
被
害

令和 ⓺ 年 柒 月 ㆓⓹ 日からの大雨
被害状況（押切中町の潴地区）
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頻
発
化
す
る
自
然
災
害

　

９
月
20
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
も
、
県

内
は
激
し
い
雨
に
見
舞
わ
れ
、
県
内
各
地

で
避
難
指
示
等
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
に
も
、
洪
水
警
報
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
が
、
幸
い
、
避
難
指
示
等
を
発
令
す

る
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

近
年
は
災
害
が
身
近
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
の
少
な
さ
な

ど
に
よ
り
、
地
域
の
防
災
に
対
す
る
意
識

は
ま
だ
低
い
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
災
害
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
こ
と
、
一
人
ひ
と
り
が
「
災
害
に

備
え
る
こ
と
」
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り

ま
す
。

▶
７
月
25
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
り
浸
水
し

た
住
宅
。
場
所
に
よ
っ
て
は
、
地
上
約

60
㎝
に
浸
水
の
跡
が
確
認
さ
れ
た
。

　

災
害
時
に
は
、
な
ぜ
自
助
が
重
要
と
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。
主
な
理
由
と
し
て
、

次
の
２
つ
の
点
が
あ
り
ま
す
。

１
災
害
に
対
す
る
備
え
の﹁
基
本
﹂

　

ど
の
よ
う
な
場
所
や
状
況
に
お
い
て
も
、

災
害
発
生
時
に
は
「
ま
ず
は
自
分
の
身
を

守
る
こ
と
」
が
最
優
先
で
す
。
自
分
の
身

を
守
る
こ
と
で
、
他
者
を
助
け
、
被
害
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

２
公
助
に
は
限
界
が
あ
る

　

災
害
の
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
、
国
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
に
よ
る
公
助
が
機
能
す

る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
救
助
や
支
援
物
資
の
到
着

が
遅
れ
る
、
あ
る
い
は
、
し
ば
ら
く
の
間

は
届
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
公
助
が

機
能
す
る
ま
で
は
、
自
分
た
ち
で
対
応
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

電話やLINEで
防災行政無線の
内容を確認できます

　災害時に備えて、スマホ等への電話番号
の登録や町公式 LINEアカウントの友だち追
加をお願いします。

○電　話　☎ 0235-68-0120
○町公式 LINE

※�放送時間に合わせて配信し
ています。登録以前の配信
は確認できません。

災害時に
なぜ「自助」が

必要なのか

https://page.line.me/xjs2213j?openQrModal=true#~
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ま
ず
は﹁
備
え
る
﹂こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

元
気
を
つ
な
ぐ

　
　
　

水
と
食
べ
物

　

ど
ん
な
時
で
も
、
水
と
食
べ
物
は
体
力

の
資
本
で
す
。
調
理
せ
ず
に
食
べ
ら
れ
る

非
常
食
を
含
め
て
最
低
３
日
分
、
で
き
れ

ば
１
週
間
分
の
家
族
の
水
と
食
料
を
備
蓄

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

循
環
備
蓄

︵
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
︶

　

備
蓄
の
コ
ツ
は
普
段
食
べ
て
い
る
缶
詰

や
レ
ト
ル
ト
食
品
を
多
め
に
買
っ
て
お
く

こ
と
。
食
べ
た
ら
そ
の
分
を
補
充
す
る
こ

と
で
、
常
に
備
蓄
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

防
災
リ
ュ
ッ
ク
・

非
常
用
持
ち
出
し
品

　

災
害
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、
発
生
か
ら

早
急
な
避
難
が
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
緊
急
避
難
時
に
自
宅
か
ら
避
難
所

へ
持
ち
出
す
防
災
グ
ッ
ズ
と
し
て
、
防
災

リ
ュ
ッ
ク
や
非
常
用
持
ち
出
し
品
を
用
意

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

家
庭
に
合
わ
せ
た

　
　
　
　

備
蓄
が
大
事

　

備
蓄
で
重
要
な
の
は
、
家
庭
に
合
っ
た

も
の
を
用
意
す
る
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
が
い
れ
ば
離
乳
食

や
液
体
ミ
ル
ク
、
高
齢
者
世
帯
で
は
や
わ

ら
か
い
食
品
な
ど
。
必
要
と
な
る
も
の
は

各
家
庭
で
異
な
り
ま
す
。

▶
町
で
配
布
し
て
い
る
非
常
用
持
出
袋

【準備しておくものの一例】
食料・飲料水

□ペットボトル飲料（水、お茶、ジュースなど）
□レトルト食品（ごはん、おかゆ、カレーなど）
□カップ麺、インスタント味噌汁
□缶詰
□お菓子
□粉（液体）ミルク
□栄養補助食品

日用品など
□防災ラジオ
□救急セット（常用している薬も）
□携帯電話（充電器・バッテリーも）
□懐中電灯
□貴重品
□ティッシュ、ウエットティッシュ、トイレットペーパー
□ゴミ袋
□衣類

各家庭で
必要なものを確認して

みましょう。

水
と
食
べ
物

非
常
用
持
ち
出
し
品

︵
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
︶

□携帯電話（充電器・バッテリーも）
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災害に備えて
マイ・タイムラインを作りましょう

　「マイ・タイムライン」とは、大雨や台風などの災害から自分と家族を守るために、どのタイミングでどのよう
な行動をとるかを決めておくものです。
　家族で話し合い、あらかじめ決めておくことで、いざという時に落ち着いて行動することができます。

【洪水時のマイ・タイムラインの一例】
警　戒
レベル 状況 防災情報 私と家族の行動

※家族で話し合い記入してみましょう

１ 気象状況
悪化のおそれ

早期注意情報
大雨や台風の情報

□天気予報などで情報を確認
□家族の予定・居場所を確認
□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２ 気象状況悪化
大雨注意報
洪水注意報
氾濫注意情報

□心のスイッチON
□�避難を想定して非常用持ち出し品の点検・準備
□携帯電話の充電を確認
□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３ 災害のおそれあり 高齢者等避難
□高齢者は非常用持ち出し品を持って避難開始
□避難指示に備えて他の人も避難の準備
□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４ 災害のおそれ高い 避難指示
□�避難指示が発令されたら非常用持ち出し品を持っ
てすぐに避難開始
□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５ 災害発生又は切迫 緊急安全確保

□�無理な避難はしない。自宅や近隣の頑丈な建物の
㆓階以上へ「垂直避難」するなど、命を守る最善の
行動をとる。
□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
い
つ
起
き
て
も
慌

て
な
い
よ
う
に
、
災
害
の
備
え
の
な
か
で

も
基
本
的
な
行
動
で
あ
る
「
自
助
の
取
り

組
み
」
が
、
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
に
繋

が
り
ま
す
。

　

万
が
一
の
災
害
時
に
備
え
て
、
家
族
と

も
「
ど
の
よ
う
な
備
え
が
必
要
か
」
を
相

談
し
な
が
ら
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

非常用持ち出し品を持って
避難しましょう！
・	町の備蓄品は足りなくなることが
予想されます。

・	避難後、2～3日は食料や物資が届
かないことが予想されます。

・	欲しいものがあっても急には入手
できません。

「手ぶら」
での避難は
しないように
しましょう
しないように
しましょう
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町
で
は
、
産
業
の
活
性
化
と
就
業
機
会

の
確
保
の
た
め
、
青
山
地
内
に
お
い
て
、

み
か
わ
産
業
団
地
の
拡
張
と
企
業
誘
致
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
良
好
な
立
地
条
件

　

み
か
わ
産
業
団
地
は
、
庄
内
地
域
の
中

心
に
位
置
し
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車

道
、
国
道
７
号
、
庄
内
空
港
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
良
好
で
立
地
条
件
の
良
い
産
業
団
地

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【みかわ産業団地の経過】

期　別 造成年度 分譲完了年度 備　考

第 1期 平成15・16 年度 平成 27年度

第 2 期 平成 28 年度 平成 29 年度
オーダーメイド型

第 3 期 平成 30 年度 平成 30 年度

※	オーダーメイド型産業団地とは、企業の要望に個別に応じて用地
を確保する開発方式です。企業が希望する規模の区画に対応でき
ます。

みかわ産業団地（第 4 期）みかわ産業団地（第 4 期）
開発事業について

県庄内総合支庁

田田大橋

国
道
7
号
線

パルク赤川

三川町役場

第4期
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産
業
の
発
展
と
就
業
機
会
の
確
保

　

第
１
期
か
ら
第
３
期
ま
で
の
造
成
地
に

つ
い
て
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
平
成
30
年

度
ま
で
に
分
譲
が
完
了
し
、
誘
致
企
業
が

操
業
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
引
き
続
き
、
農
業
と
産
業
の
均

衡
あ
る
発
展
と
就
業
機
会
の
確
保
を
目
的

に
、
農
村
産
業
法
※
に
基
づ
く
「
三
川
町

農
村
地
域
へ
の
産
業
の
導
入
に
関
す
る
実

施
計
画
」
を
令
和
４
年
３
月
に
策
定
し
、

み
か
わ
産
業
団
地
（
第
４
期
）
の
開
発
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
農
村
産
業
法
…
農
村
地
域
へ
の
産
業
の

導
入
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

進
む
開
発
事
業

　

第
４
期
の
開
発
事
業
は
、
町
土
地
開
発

公
社
が
実
施
主
体
と
な
り
進
め
て
い
ま
す
。

９
月
に
造
成
工
事
の
入
札
が
行
わ
れ
、
受

注
業
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
工
事
の
進
捗
に
伴
い
、
現
場
周

辺
で
の
交
通
規
制
や
工
事
車
両
の
通
行
が

多
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

三
川
町
土
地
開
発
公
社

（
役
場
企
画
調
整
課
内
）☎

35
―
７
０
１
３

【造成工事内容】
○受注業者・工事金額
　山形建設㈱
　4億 6,750万円
○工事完了予定日
　令和 8 年 3月13日

・開発区域の場所：三川町大字青山字外川原、荒田　地内
・開発区域の面積：約柒㆕，000㎡
・分 譲 予 定 面 積：約⓺㆓，000㎡
・分 譲 予 定 区 画：柒区画
・仮申込み企業数：3社（令和⓺年㆒0月㆒日現在）

第４期
事 業
概 要

⑦
21,138㎡

①
8,305㎡

全農 山形県本部
庄内南部

ライスステーション

②
8,960㎡

（仮申込済）

④
4,044㎡

（仮申込済）

⑥
2,530㎡

（仮申込済）

⑤
4,044㎡

調整池
緑地

調整池
緑地

③
13,234㎡

山形エム・シー㈱

至県道43号

国
道
７
号

N

区画予定図

令
和
８
年
度
分
譲
開
始
予
定

県道341号

第一貨物㈱庄内支店

㈱まいすたぁ

フジメタル
リサイクル

東北㈱
庄内工場

西東北日野
自動車㈱
庄内支店

東邦薬品㈱
庄内営業所
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財
政
の
健
全
化
判
断
比
率

　

表
２
は
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
財
政
の

健
全
さ
を
判
断
す
る
５
つ
の
指
標
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
指
標
が
１
つ
で
も
基
準
を
超

え
た
場
合
は
、
早
期
健
全
化
団
体
（
自
主

的
に
財
政
再
建
に
取
り
組
む
団
体
）
ま
た

は
、
財
政
再
生
団
体
（
国
の
管
理
を
受
け

財
政
再
建
に
取
り
組
む
団
体
）
と
な
り
ま

す
が
、
本
町
は
す
べ
て
国
が
定
め
る
基
準

以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳入歳入歳入
56億

4,564万4千円

地方交付税
1,946,364千円
（34.5%）

国庫支出金
518,794千円
（9.2%）

財産収入・
寄附金・諸収入
442,098千円
（7.8%）

繰入金
454,586千円
（8.1%）

県支出金
434,702千円（7.7%）

繰越金
346,779千円（6.1%）

町たばこ税
71,759千円
（7.1%）

軽自動車税
33,503千円
（3.3%）

入湯税
15,720千円（1.6%）

地方譲与税・交付金
298,049千円（5.3%）

町　債
160,200千円（2.8%）

使用料及び手数料
20,377千円（0.4%）

分担金及び負担金
16,508千円（0.3%）

町税の
内訳 固定資産税

492,215千円
（48.9%）町民税

393,990千円
（39.1%）

町　税
1,007,187千円
（17.8%）

表	1

区　　　　分 令和⓹年度決算額（千円）
歳 入 歳 出 歳入歳出差引

一 般 会 計 5,645,644 5,324,904 320,740

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 751,074 715,248 35,826
後期高齢者医療 102,419 95,874 6,545
介 護 保 険 824,576 812,048 12,528
農業集落排水事業 166,180 159,619 6,561
下 水 道 事 業 402,540 395,857 6,683

（　）内は構成比率

表	2
項　　目 三　川　町 前 年 比 早期健全化

基 準
財 政 再 生
基 準

実質公債費比率
（ ３ カ 年 平 均 ） 10．3% 0．5% 25．0% 35．0%

将 来 負 担 比 率 98．7% ▲7．2% 350．0% ―

実 質 赤 字 比 率 実質赤字なし ― 15．0% 20．0%

連結実質赤字比率 連結実質赤字
なし ― 20．0% 30．0%

資 金 不 足 比 率 資金不足なし ― 20．0% ―

決
算
報
告

決
算
報
告

令和5年度

　
令
和
５
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
、
９
月
議
会
で
認

定
さ
れ
た
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
⓹⓺
億
４
，５
６
４
万

４
千
円
、
歳
出
決
算
額
は
⓹3
億
２
，４
９
０
万
４
千

円
で
歳
入
歳
出
差
引
額
は
３
億
２
，０
７
４
万
円
と

な
り
、
そ
の
う
ち
３
７
８
万
７
千
円
が
翌
年
度
に
繰

り
越
し
た
事
業
に
充
て
る
財
源
と
な
る
た
め
、
実
質

的
な
収
支
額
は
、
３
億
１
，６
９
５
万
３
千
円
と
な

り
ま
し
た
。（
表
１
）
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農林水産業費

55,076円

教育費

91,542円

【財政調整基金】	 6億4,538万4千円
【減 債 基 金】	 6,825万8千円
【ふるさと基金】	 4億9,731万7千円
【温泉施設基金】	 9,926万4千円
【教育施設整備基金】	 2億812万9千円
【国際交流基金】	   1,213万1千円
【リーディングファーマーズ銀行基金】
	 97万9千円
【森林環境譲与税基金】	  340万円

基金の状況（令和5年度末現在）

◆
一
般
会
計
の
概
要

　

令
和
５
年
度
の
歳
入
・
歳
出
の
決
算
は
、
令
和
４
年
度
と

ほ
ぼ
同
程
度
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
地
方
交
付
税
が
増
額
に
な
っ
た
も
の
の
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
費
負
担
金
や
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
が
減
額
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
総
額
で
前

年
度
比
９
６
７
万
１
千
円
（
０
・
２
％
）
の
減
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
出
は
、
国
営
赤
川
二
期
地
区
土
地
改
良
事
業
費
の
負
担

金
が
減
額
に
な
っ
た
も
の
の
、
ア
ス
レ
な
の
花
の
大
規
模
改

修
事
業
や
桜
木
地
区
住
宅
開
発
に
伴
う
道
路
舗
装
事
業
、
物

価
高
騰
に
係
る
給
付
事
業
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

総
額
で
前
年
度
比
１
，
６
３
６
万
８
千
円
（
０
・
３
％
）
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

景
気
の
緩
や
か
な
回
復
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
賃
金
上

昇
が
物
価
上
昇
に
追
い
付
い
て
お
ら
ず
、
消
費
が
力
強
さ
を

欠
い
て
い
る
中
、
少
子
高
齢
社
会
や
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
対

応
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
を
的
確
に
捉
え
、
町
財
政

の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

	

用
語
説
明	

◇
標
準
財
政
規
模

　

地
方
公
共
団
体
が
標
準
的
な
状
態
で
、

通
常
収
入
が
見
込
ま
れ
る
一
般
財
源
の
規

模
を
示
す
も
の
で
、
通
常
水
準
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
必
要
な
一
般

財
源
の
目
安

◇
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
地
方
債
の
元

利
償
還
金
や
準
元
利
償
還
金
（
他
会
計
へ

の
繰
り
出
し
や
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担

金
等
）
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

◇
将
来
負
担
比
率

　

将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
（
他

会
計
や
第
三
セ
ク
タ
ー
等
を
含
む
）
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

◇
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字

額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
（
黒

字
の
場
合
は
比
率
な
し
）

◇
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
額

（
資
金
不
足
額
）
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率
（
黒
字
の
場
合
は
比
率
な
し
）

◇
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
に
お
け
る
資
金
不
足
額
の
事

業
の
規
模
に
対
す
る
比
率
（
黒
字
の
場
合

は
比
率
な
し
）

○
問
合
せ
先　

総
務
課	

財
政
係

☎
35
―
７
０
１
１

歳出歳出歳出
53億

2,490万4千円

消防費
239,850千円（4.5%）

農林水産業費
387,787千円
（7.3%）

民生費
1,459,083千円
（27.4%）

総務費
792,802千円
（14.9%）

衛生費
258,341千円
（4.8%）

議会費
68,095千円（1.3%）

労働費
4,246千円（0.1%）

土木費
525,016千円
（9.9%）

商工費
473,739千円
（8.9%）

公債費
471,396千円
（8.8%）

教育費
644,549千円
（12.1%）

町民一人当たりの決算額
（令和6年3月31日現在人口7,041人）

土木費商工費

67,283円

民生費

207,227円

消防費

34,065円

衛生費

36,691円

議会費

9,671円

総務費

112,598円

公債費

66,950円

労働費

603円

土木費

74,566円
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下水道事業の経営状況 ○問合せ先　建設環境課	環境整備係　☎ 35 － 7036

　本町の下水道事業は、町の一般会計から独立した農業集落排水事業特別会計、下水道事業特別会計の
2つの会計により事業運営されています。この2つの特別会計を合わせた下水道事業のうち、令和5年度
の管理運営費の決算状況をお知らせします。

　なお、令和6年4月1日
から地方公営企業法を適
用し下水道事業会計へ移
行したことから、地方公
営企業法第4条第1項の規
定に基づき、令和6年3月
31日をもって「打切決算」
を行いました。
　そのため、打ち切り時
点の未収金、未払金は特
例的収入および特例的支
出として取り扱い、打ち
切り時点で歳入が歳出を
超えた金額は、下水道事
業会計へ「現金預金」とし
て引き継いでいます。

①最上川下流流域下水道維持管理経費負担金 ⓹柒，⓺33 千円（㆕⓺．3%）� ⑥施設管理業務委託料 ㆕，⓺⓼⓹ 千円（3．⓼%）
②公営企業移行支援業務委託料等 ㆒柒，⓺00 千円（㆒㆕．㆒%）� ⑦料金収納事務委託費 ㆕，⓺㆕9 千円（3．柒%）
③電気・電話・水道料等 ㆒㆓，99⓹ 千円（㆒0．㆕%）� ⑧消費税等 ㆕，㆓⓺㆒千円（3．㆕%）
④施設管理修繕料等 ㆒㆒，0㆒㆒千円（⓼．9%）� ⑨汚泥処理・管路清掃等 ㆕，0⓼9 千円（3．3%）
⑤人件費等 ⓺，㆒⓺0 千円（⓹．0%）� ⑩その他㆒，3㆒⓹ 千円（㆒．㆒%）

【令和5年度管理運営費】

【維持管理費内訳】

【歳入】【歳出】

国委託金、国補助金、
負担金等

21,775千円（3.8%）

一般会計
繰入金

274,239千円
（48.2%）

町債
160,000千円
（28.2%）

使用料手数料
112,707千円
（19.8%）

公債費
（下水道事業債）

支払元金
317,838千円
（57.2%）

公債費（下水道事業債）
支払利息
34,563千円（6.2%）

維持管理費
124,398千円
（22.4%）

建設改良費
78,678千円（14.2%）

※農業者年金の内容や相談は、農業委員会またはJA窓口に問合せください。
○問合せ先	三川町農業委員会　☎35－7019

農業者年金で安心で豊かな老後を!
　農業者の老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です。あなたの老後生活への備えは十分ですか？
　農業者年金は農家のことを知りつくした農家のための年金制度です。

次の要件を満たす方なら
どなたでも加入できます

年間₆0日以上農業に従事

国民年金第1号被保険者
国民年金保険料納付免除者を除く

₆₅歳未満
₆0歳以上は、国民年金の任意加入被保険者

農業者年金の3つのメリット
メリット1	女性に優しい
●妻も単独で入れます。
●女性農業者の長い老後をしっかりサポートします!
●女性農業者の老後の安心は自分で確保
●家族経営協定で保険料の国庫補助も

メリット2	若年層には手厚い政策支援（保険料補助）
国民年金第1号被保険者等の農業者年金への加入要件に加え、
●39歳までに加入　　●農業所得が900万円以下
●認定農業者で青色申告者等　　 　を満たせば受けられます。

メリット3	税制面で大きな優遇
●支払った保険料は全額が社会保険料控除の対象となります。

5億5,547万7千円 5億6,872万1千円
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近代農業学習
　広域協定は、横山小学校と連携し、農業体
験学習を通じた交流活動を今年度から行って
います。
　児童たちは、5月の田植え機乗車体験に始
まり、ボートでの除草剤散布体験など、「近
代農業」を学習しました。また、稲の生育調
査やアイガモ農法の見学なども行われまし
た。
　そして、広域協定の構成員が数多く参加
し、児童と一緒に稲刈り体験を9月9日㈪に
行いました。
　児童たちは、このような一連の学習から、
米づくりの重要さと大変さを学びました。

　広域協定では、田んぼや農道などの保全活
動に努めるほか、子どもたちに田んぼの大切
さを理解してもらうための体験活動などを続
けていきます。

活動紹介
　広域協定は、町内18の集落組織が会員となり、約
663人が構成員として活動を展開しています。
　田んぼや農道・水路などの維持・管理を目的に、草
刈りや水路の泥上げなどを行うとともに、花の植栽に
よる農村環境の保全活動も行っています。また、教育
機関と連携した農業体験など、農業や地域の活動に幅
広く取り組んでいます。

　農業は、米や野菜など食料の生産を担う一
方で、農地等の維持や自然環境の保全などた
くさんの役割を有し、その恵みは、私たちの
生活全体を支えています。
　町では、農業によるさまざまな効果を促進
する活動に対して支援を行っており、その中
から、三川町広域協定運営委員会	(以下、「広
域協定」)	の活動について紹介します。

三川町広域協定運営委員会の活動を紹介します
農業の多面的機能の維持・向上活動に取り組んでいる

田植え機乗車体験

ボートでの除草剤散布体験

稲刈り体験の様子

三川町広域協定
運営委員会の皆さん
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町長コラム
「誠・心・誠・意」

東郷小学校
より

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

　

三
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
が
結
成

50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
昭
和
46
年
、
卓

球
の
助
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
結
成
を
皮

切
り
に
、
昭
和
49
年
ま
で
に
各
小
学
校
区

で
も
各
種
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
結
成
さ
れ
、

同
年
、
4
団
体
に
よ
る
団
本
部
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　

10
月
13
日
㈰
に
は
、
団
本
部
結
成
50
周

年
記
念
式
典
が
、
な
の
花
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
の

益
子
直
美
氏
を
講
師
に
迎
え
た
記
念
講
演

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

益
子
氏
は
、
元
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日
本
代

表
選
手
で
、
引
退
後
は
指
導
者
と
し
て
も

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
、「
監
督
が
絶
対
怒
ら
な
い
」

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の

た
び
の
記
念
講
演
で
も
「
監
督
が
怒
っ
て

は
い
け
な
い
大
会
を
開
催
し
た
理
由
」
と

題
し
て
、
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

少
年
期
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
個
人
の
能

力
の
向
上
や
結
果
を
残
す
こ
と
へ
の
周
囲

の
期
待
か
ら
、
指
導
に
熱
が
入
り
、
指
導

者
が
子
ど
も
た
ち
を
怒
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
自
身
も
、
成
長
期
で
心
も
身
体
も
不

安
定
な
時
期
に
あ
り
、
う
ま
く
い
か
な
い

こ
と
が
あ
る
と
、
い
ら
立
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
く
じ
け
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

少
子
高
齢
社
会
で
あ
る
現
代
は
、
社
会

の
あ
り
方
だ
け
で
な
く
、「
ス
ポ
ー
ツ
の

あ
り
方
」
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
人

生
１
０
０
年
時
代
を
豊
か
に
生
き
る
た
め

に
も
、
各
世
代
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
と
の

向
き
合
い
方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
町
民
体
育
館
や
屋
内
運
動
施

設
ア
ス
レ
な
の
花
な
ど
の
施
設
だ
け
で
な

く
、
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
み
か
わ

ス
ポ
フ
ェ
ス
「
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
ウ
ォ
ー

ク
＆
ラ
ン
ラ
リ
ー
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

運
動
の
機
会
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

私
も
、
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り

明
る
く
な
っ
た
町
民
体
育
館
で
、
毎
週
の

よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
も
、
心
身
の
健
康
保
持
の

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

東
郷
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
見
据
え
た
望
ま
し
い
学
校
・
地
域
・
家
庭
の
連
携
協
働
を
進
め
る
た

め
の
改
革
の
一
つ
で
す
。
東
郷
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
目
指
す
姿
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
１
）「
だ
れ
で
も
」「
都
合
の
つ
く
時
に
」「
得
意
な
こ
と
を
生
か
し
て
」

　
（
２
）主
体
的
に
創
意
工
夫
し
て
、
発
展
す
る

　
（
３
）子
ど
も
に
近
く
、
楽
し
さ
と
や
り
が
い
が
あ
る

　

今
回
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
中
心
に
、
東
郷
小
学
校
に
お
け
る
学
校
・
地
域
・
家
庭
の
連

携
協
働
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

☆
楽
し
く
活
動
す
る
～
主
催
活
動
の
工
夫
～

　

主
催
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
保
護
者
の
意
見

を
基
に
整
理
さ
れ
ま
し
た
。
次
は
そ
の
例
で
す
。

◆
学
校
ぴ
か
ぴ
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
旧
お
や
じ
会
）

　

校
舎
の
外
壁
な
ど
の
ペ
ン
キ
塗
り
や
校
舎
内
の
掃
除

を
年
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
と
子
ど
も
が
一
緒

に
な
っ
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
６
月
の
活
動
で

は
参
加
者
が
20
人
を
超
え
ま
し
た
。

◆
化
粧
ま
わ
し
づ
く
り

　

以
前
か
ら
続
い
て
き
た
伝
統
的
活
動
で
す
が
、
親
子

で
一
緒
に
制
作
で
き
る
方
法
に
変
更
し
て
１
年
生
の
親

子
行
事
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
校
内
相
撲
大
会
で
は
、

今
年
も
親
子
で
作
っ
た
化
粧
ま
わ
し
を
披
露
し
ま
し
た
。

思
い
描
く
学
校
を
地
域
や
家
庭
と
共
に
創
る 

   

～
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組
織
改
革
と
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
～

▲�9月30日㈪、照明器具がLEDに更新された町民
体育館でスポーツをする町民の皆さん
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◆
学
習
用
具
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

　

着
な
く
な
っ
た
運
動
着
や
運
動
靴
な
ど
を
回
収
し
、

欲
し
い
方
に
譲
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
さ
ら

に
譲
り
合
い
が
し
や
す
い
工
夫
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
卒
業
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
制
作（
旧
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
）

　

卒
業
生
の
紹
介
な
ど
は
、
保
護
者
が
中
心
と
な
っ
て

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
し
て
全
戸
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☆
参
加
し
た
い
活
動
へ
～
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
～

　

サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
は
、
保
護
者
や
地
域
の
方
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
こ
と
で
す
。
登
下
校
の
見
守
り

や
学
校
の
学
習
の
お
手
伝
い
な
ど
を
呼
び
か
け
、
可
能

な
方
か
ら
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
校
外
学
習
の

見
守
り
や
ミ
シ
ン
学
習
の
補
助
な
ど
、
自
分
の
お
子
さ
ん
の
学
年
で
な
く
て
も
手
伝
っ
て

く
だ
さ
る
方
も
い
て
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
も「
授
業
参
観
と
は
違
う
子

ど
も
の
様
子
を
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
。
楽
し
ん
で
活
動
で
き
た
。」な
ど
と
い
う
声
が
聞

か
れ
て
い
ま
す
。

☆
参
加
し
や
す
い
組
織
体
制
へ
～
会
議
数
や
専
門
部
の
見
直
し
～

　

新
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
目
的
に
沿
っ
て
組
織
の
精
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
切
な
と
こ
ろ
は

残
し
つ
つ
も
削
減
は
大
胆
に
行
い
、
シ
ン
プ
ル
な
組
織
構
造
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

夜
の
会
議
数
も
大
き
く
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

☆
連
絡
・
情
報
共
有
を
手
軽
に
～
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ツ
ー
ル
の
活
用
～

　

改
革
を
下
支
え
す
る
の
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ツ
ー
ル
の
導
入
で

す
。
全
保
護
者
に
加
入
し
て
も
ら
い
、
学
年
や
役
員

間
の
連
絡
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
書
や
写
真
も
簡

単
に
全
体
や
グ
ル
ー
プ
内
で
共
有
で
き
る
の
で
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
改
革
は
、
学
校
・
地
域
・
家
庭
の
連
携
協

働
の
新
た
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
と
協
力
し
て
改
善
し
、
よ
り
よ
い

も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

白
鳥
の
来
る
頃
合
い
や
空
の
色

工
藤
ひ
ろ
し

紫
陽
花
の
香
り
飲
み
込
む
夜
の
雨

佐
藤　

誠
爾

穏
や
か
な
歩
け
ば
ト
ン
ボ
麦
の
空

斎
藤　
　

優

山
装
ふ
キ
ャ
ン
バ
ス
に
塗
る
赤
黄
色

曽
根　

啓
視

色
づ
い
た
亡
母
の
ほ
お
ず
き
語
り
か
け

飯
野　

藤
子

待
ち
兼
ね
た
花
い
つ
の
間
に
こ
ぼ
れ
萩

庄
野
す
み
れ

水
田
の
黄
金
稲
穂
に
感
動
す

土
田　
　

秀

風
の
音
葉
ず
れ
の
音
や
稲
穂
波

春
山　

夏
海

悪
天
に
耐
え
た
り
米
の
初
荷
か
な

菅
原
た
け
お

例
年
の
実
り
の
秋
と
台
風
の
時
期
重
な
る
も
難
な
き
や
と

齋
藤
与
次
雄

百
日
紅
は
ら
は
ら
と
散
る
晩
夏
な
り
姉
の
庭
に
も
散
り
始
む
や

佐
藤　
　

頴

葡
萄
食
み
お
い
し
い
実
り
味
わ
い
て
今
の
幸
せ
つ
く
づ
く
思
う

土
田　
　

秀

草
叢
の
虫
の
楽
曲
聞
き
乍
ら
茄
子
も
ぐ
今
朝
の
空
気
す
が
し
く

五
十
嵐
松
男

実
り
た
る
稲
田
の
上
を
赤
ト
ン
ボ
翅
透
か
せ
つ
つ
往
き
交
ひ
飛
べ
り

佐
々
木
秀
子

俳
壇
・
歌
壇

問
：
災
害
備
蓄
と
し
て
水
と
食
料
は

　
　
　

最
低
何
日
分
必
要
で
し
ょ
う
か
？

　
﹁
○
日
分
﹂

○
応
募
方
法　

ク
イ
ズ
の
答
え
、﹁
広
報

み
か
わ
﹂へ
の
感
想
や
意
見
、
氏
名
、

住
所
を
書
い
て
、
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス（
66
―
３
１
３
８
）で

応
募
く
だ
さ
い
。

※
10
月
28
日
㈪
締
切
り

広
報
ク
イ
ズ
＆
プ
レ
ゼ
ン
ト

※
当
選
者
の
発
表
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ
て
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

３
名様

今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
の
花
温
泉
田
田
　

入
浴
券

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
提
供
い
た
だ
け
る
お
店
・
団
体
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
企
画
調
整
課︵
☎
35
︱
７
０
１
３
︶ま
で
。

https://logoform.jp/f/UOphM
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「やまがた
緑環境税」を
活用して
います

　町では、県産木材の利
活用と森づくり活動への
理解を深めることを目的
に、7か月児に対して「つみき」をプレゼントし
ています。
　木製品の心地よい香りや木のぬくもりを、ご
家庭で感じてみてください。

まちかど写真館

　子育て交流施設テオトルで、53人を対象に、
就学時健診が実施されました。この健診は、来
年度に小学校へ入学する子どもたちの心身の健
康を確認するために行われているものです。

　60歳以上の方を対象に、体力測定を実施しま
した。参加者は、手作業や姿勢変換など、4種
類の体力測定のほか、血管年齢測定やベジチェッ
クなどを体験しました。

　押切小学校の創立150周年を記念し、名誉町
民加藤セチ氏の生き方を学ぶ特別授業が開催さ
れました。女性への偏見が根強かった社会を変
えようと尽力した、同氏の「生き方」について、
参加した5・6年生は熱心に耳を傾けていました。

名誉町民 加藤セチ先生の
生き方に学ぶ（押切小）

9/6
(金)

　今年の運動会で
は、恒例のリレー
や応援合戦に加
え、生徒会種目の
「貯蓄リレー」が行
われました。白熱
した競技を繰り広
げる選手たちに
は、仲間や保護者
から大きな声援が
送られました。

無理なく楽しく！

みかわ自立体力検定

三川中学校運動会9/24
(火)

就学時健診9/26
(木)

森林を身近に感じよう
はじめての木のぬくもりプレゼント

10/4
(金)

10/1
(火)

　三川誕生70周年記念冊子の企画として、町内
の好きなところ（イチオシ）を募集しました。
　たくさんの情報提供ありがとうございました。
記念冊子は、来年2月に全戸配布する予定です。

70周年記念冊子の企画として

町内の「好き」を募集
9/25
(水)

（テオトル）

（押切小学校）

合計㆓5㆓件の
情報をいただきました!

元教師で加藤氏の業績を
探究している長南征子さん

「やまがた
緑環境税」を
活用して
います

　町では、県産木材の利

「やまがた
緑環境税」を
活用して
います

（テオトル）

https://x.gd/mm8Me
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　パリ五輪・レスリング女子62kg級で金メダルを獲
得した元木咲良選手が、庄内少年少女レスリング教室
（猪子）を訪れました。
　元木選手の父・康年さんは酒田市出身で、以前から
同教室の指導に加わっていたことから、この交流会が
実現しました。
　元木選手は、自身の得意技を参加者らに教えるとと
もに、「勝ち方は一つじゃない」「可能性は無限にある」
と語っていました。
もに、「勝ち方は一つじゃない」「可能性は無限にある」
と語っていました。

　町内の保育園等で親子運動会が開催され、園児と保護者
が一緒に運動会を楽しみました。町内保育園等で運動会行事

パリオリンピック　金メダリスト
元木 咲良 選手がやってきた！

9/29
(日)

みかわ保育園 ・ 幼稚園9/28
(土)

いのこ保育園10/6
(日)

◀学年競技
▼親子競技

　同教室の生徒からは、「教え方がとても分
かりやすかった」「貴重な体験で一生の思い出
となった」などの声が聞かれ、今後の練習の
励みとなったようでした。

笑顔で質問に
応じる元木親子▶
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第50回 衆議院議員総選挙
第26回 最高裁判所裁判官国民審査
期日前投票 10月16日㈬～26日㈯
 午前8時30分～午後8時　【役場1階ロビー】

投 票 日 10月27日㈰
	 午前7時～午後7時　【各地区小学校体育館】

　

衆
議
院
の
解
散
に
伴
う
衆
議
院
議
員
総

選
挙
並
び
に
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
候
補
者
の
政
策
や
主

張
な
ど
を
見
極
め
、
大
切
な
１
票
を
投
じ

ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
方

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
次
の
要
件

を
満
た
す
方
が
投
票
で
き
ま
す
。

・
平
成
18
年
10
月
28
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・�

令
和
６
年
７
月
14
日
ま
で
に
本
町
に
転

入
届
を
出
し
、
そ
の
後
引
き
続
き
本
町

に
住
所
を
有
す
る
方
（
そ
れ
以
前
に
転

入
し
て
い
て
も
、
役
場
に
届
出
を
し
て

い
な
い
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
）

※	

転
出
さ
れ
た
方
で
も
、
本
町
で
投
票
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

入
場
券

○
入
場
券
の
変
更
に
つ
い
て

　
投
票
所
入
場
券
が
、
次
の
と
お
り
変
更
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
こ
れ
ま
で�

　
封
筒
で
世
帯
分
を
ま
と
め
て
送
付

➡　
　

○
こ
れ
か
ら�

　
ハ
ガ
キ
で
お
一
人
ず
つ
に
送
付

　
入
場
券
は
、
10
月
15
日
㈫
（
公
示
日
）
の

立
候
補
届
出
受
付
終
了
後
に
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
郵
便
事
情
に
よ
り
発
送
か
ら
２
～

３
日
程
度
の
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
投
票
す
る
際
、
入
場
券
を
忘
れ
て
も
本
人

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
投
票
が
で

き
る
よ
う
入
場
券
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

　
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
の
際
は
、
ハ
ガ
キ

裏
面
の
「
宣
誓
書
」
に
あ
ら
か
じ
め
記
入
し

て
お
持
ち
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ
に
投
票
が

で
き
ま
す
。

投
票
の
方
法

①
入
場
券
で
受
付

➡　
　

②�【
小
選
挙
区
選
挙
】の
投
票
用

紙
を
受
け
取
る

➡　
　

③
投
票
す
る➡　

　

④�【
比
例
代
表
選
挙
】と【
国
民
審

査
】の
投
票
用
紙
を
受
け
取
る

➡　
　

⑤
投
票
す
る

　

心
身
の
故
障
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
自

書
で
き
な
い
場
合
は
、
代
理
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
管
理
者
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

○
期　

間�

　

10
月
16
日
㈬
～
26
日
㈯

○
会　

場�

　

各
病
院･

老
人
ホ
ー
ム
等

　

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指

定
さ
れ
た
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入

院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
な
お
、
事
前
に
投
票
用
紙

の
交
付
請
求
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

開　

票

○
日　

時�

　

10
月
27
日
㈰　

午
後
８
時
～

○
会　

場�

　

役
場�

3
階�

講
堂

○�

問
合
せ
先　

三
川
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
役
場
総
務
課
内
）	

☎
35
―
７
０
０
９
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お知らせ
Information

2024 October

催 催

募

催催

1₈

（
車
い
すYouTuber	

渋
谷
真
子
氏
）、

中
学
生
に
よ
る
人
権
作
文
の
発
表
な
ど

○
問
合
せ
先　

町
民
課
住
民
係　

☎
35
―
７
０
２
５

三
川
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
会
員

　

当
会
の
活
動
に
賛
同
、
ご
協
力
を
い
た

だ
け
る
町
民
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
概　

要　
「
知
的
障
害
の
あ
る
人
の
幸

せ
」
を
高
め
る
た
め
、
障
害
の
あ
る
子

ど
も
を
持
つ
親
で
構
成
さ
れ
て
い
る
団

体
で
す
。

○
活
動
内
容
（
目
的
）　

障
害
の
あ
る
皆

さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
あ
り

の
ま
ま
の
自
分
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め
に
、
悩
み
や
意
見
を
共
有
し
、
福
祉

の
向
上
を
目
的
と
し
て
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

○
問
合
せ
先

同
会
事
務
局
（
三
川
町
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）☎
66
―
４
４
１
０

三
川
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

﹁
の
ば
そ
う
健
康
寿
命
教
室
﹂

○
日
時
・
会
場

11
月
13
日
㈬　

午
前
９

時
30
分
～
午
後
１
時　

三
川
町
公
民
館

○
対　

象　

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

○
参
加
費　

３
０
０
円

○
そ
の
他

メ
ニ
ュ
ー　

梅
し
ら
す
チ
ャ
ー

ハ
ン
・
具
だ
く
さ
ん
豆
乳
ス
ー
プ
な
ど

持
ち
物　

米
半
合
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

（
手
ぬ
ぐ
い
）、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

○
申
込
み
締
切
り

11
月
１
日
㈮
ま
で

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

健
康
福
祉
課

健
康
係

☎
35
―
７
０
３
３

人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
日
時
・
会
場

11
月
25
日
㈪　

午
後
１

時
35
分
～
３
時
45
分　

三
川
中
学
校　

○
内　

容　

講
演
「
自
分
ら
し
く
生
き
る

た
め
に
～
一
日
一
日
ハ
ッ
ピ
ー
に
～
」

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

●催＝催し　★講＝講座・講習会　▲募＝募集　■相＝相談　◆助＝補助・助成

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
▼

盛
土
等
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
す

　

盛
土
規
制
法
（
令
和
５
年
施
行
）
を
踏

ま
え
、
県
内
に
お
け
る
盛
土
や
切
土
等
の

現
状
を
把
握
す
る
た
め
、
10
月
中
旬
か
ら

現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
は
、
県
が
委
託
し
た
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
㈱
が

　

行
い
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

県
管
理
課
県
土
強
靭
化
推

進
室
☎
０
２
３
―
６
３
０
―
２
４
３
６

令
和
６
年
度
里
親
説
明
会

「
里
親
」
と
は
、
家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
な
い
子
ど
も
を
、
県
か
ら
の
委
託
で
一

定
期
間
養
育
す
る
方
の
こ
と
で
す
。

里
親
登
録
の
申
請
に
は
、
本
説
明
会
の
参

加
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時
・
会
場

11
月
30
日
㈯　

午
前
10

時
～
正
午　

鶴
岡
市
勤
労
者
会
館

○
内　

容　

里
親
制
度
の
説
明
、
先
輩
里

親
の
体
験
談

○
申
込
み
締
切
り

11
月
22
日
㈮
ま
で

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
「
チ
ェ
リ
ー
」

☎
０
２
３
７
―
84
―
７
１
１
１

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

○
日　

時

10
月
20
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
～
（
開
場
：
午
後
１
時
）

○
会　

場　

酒
田
キ
リ
ス
ト
協
会

○
参
加
費　

当
日
券
大
人
２
，
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
，
０
０
０
円

○
問
合
せ
先　

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
２
０
２
４
実
行
委
員
会

☎
０
２
３
４
―
33
―
６
７
７
６

熟
睡
プ
ラ
寝
た
リ
ウ
ム

○
日　

時

11
月
８
日
㈮
、
11
日
㈪

　

①
午
後
５
時
30
分
～
②
７
時
～

○
内
容
・
定
員　

音
楽
を
聴
き
な
が
ら
星

空
を
眺
め
、
快
眠
へ
と
誘
う
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
（
約
50
分
）　

各
回
先
着
60
人

○
参
加
費　

中
学
生
１
０
０
円
、
高
校
生

以
上
２
０
０
円

○
申
込
み
開
始
日

11
月
１
日
㈮
～

※
鶴
岡
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
予
約
で
き
ま
す
。

○
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

鶴
岡
市

中
央
公
民
館

☎
25
―
１
０
５
０

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

飼育マナーを
守りましょう

猫　　猫は屋内で飼育
　　　避妊・去勢手術をする
　　　最後まで責任を持つ　　
犬　　ふんは必ず持ち帰る
　　　他人の敷地で散歩しない
　　　狂犬病の予防注射をする
○問合せ先　健康福祉課 健康係
　　　　　　☎₃₅－₇0₃2

三川町
公式LINEアカウント

ID:@mikawa-town

友だち追加は
こちらから

友だち追加数
1,542人
（9月30日現在）

https://x.gd/7gGq8

https://x.gd/LPabl
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食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
塾

○
日　

時

11
月
14
日
㈭

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
40
分

○
会　

場　

酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
内　

容　

一
般
公
開
講
座
「
経
営
継
承

は
「
農
業
経
営
」
の
重
要
課
題
～
親
子

継
承
を
中
心
に
考
え
る
」（
山
崎
農
業

経
済
研
究
所
所
長
山
崎
政
行
氏
）

○
申
込
み
締
切
り

11
月
13
日
㈬
ま
で

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

地
域
定
住
農
業

者
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
務
局

☎
０
７
０
―
２
０
１
１
―
５
６
１
５

甲
乙
同
時
防
火
管
理
講
習

　

詳
細
は
、（
一
財
）
日
本

防
火
・
防
災
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
期　

日

12
月
４
日
㈬
、
５
日
㈭

※
乙
種
は
４
日
㈬
の
み

○
会　

場　

酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
定　

員　

１
０
０
人

○
申
込
み
期
間

10
月
21
日
㈪
～
28
日
㈪

○
問
合
せ
先　
（
一
財
）
日
本
防
火
・
防

災
協
会
☎
03
―
６
２
６
３
―
９
９
０
３
、

（
一
社
）
山
形
県
消
防
設
備
協
会

☎
０
２
３
―
６
２
９
―
８
４
７
７

危
険
物
取
扱
者
試
験

○
期　

日

12
月
14
日
㈯　

午
前
中

○
種　

類

甲
種
・
乙
種
（
全
種
）・
丙
種

○
会　

場　

鶴
岡
工
業
高
校

○
申
込
み
期
間

10
月
18
日
㈮
～
31
日
㈭

※
受
験
願
書
は
消
防
本
部
お
よ
び
消
防
各

分
署
に
あ
り
ま
す
。

○
問
合
せ
先　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部

☎
０
２
３
―
６
３
１
―
０
７
６
１

無
料
調
停
手
続
相
談
会

　

裁
判
所
で
民
事
・
家
事
の
調
停
に
従
事

し
て
い
る
調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
日　

時

10
月
26
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

○
会　

場　

鶴
岡
市
勤
労
者
会
館

○
内　

容　

交
通
事
故
・
金
銭
・
土
地
建

物
・
家
庭
の
問
題
な
ど
の
相
談

○
問
合
せ
先　

鶴
岡
調
停
協
会
（
鶴
岡
裁

判
所
内
）

☎
23
―
６
６
６
６

酒
田
市
無
料
法
律
相
談

○
日
時
・
定
員

11
月
１
日
㈮　

午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分　

先
着
６
人

○
申
込
み
開
始
日

10
月
22
日
㈫
～

○
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

酒
田
市

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
相
談
室

☎
０
２
３
４
―
26
―
５
７
２
６

公
開
講
座︵
東
北
公
益
文
科
大
学
等
︶

◆
東
北
公
益
文
科
大
学（
参
加
費
無
料
）

　

福
島
県
の
大
内
宿
を
例
に
、
日
本
の
歴

史
的
街
並
み
保
全
の
取
り
組
み
の
縮
図
を

観
察
し
ま
す
。（
講
師
：
同
大
学
助
教

張
紅
氏
）

○
日
時
・
会
場
・
定
員

10
月
23
日
㈬　

午
後
６
時
30
分
～
８
時　

酒
田
市
公
益

研
修
セ
ン
タ
ー　

先
着
50
人

○
申
込
み
締
切
り

10
月
21
日
㈪
ま
で

○
問
合
せ
先　

同
大
学
地
域
共
創
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
３
４
―
41
―
１
１
１
５

◆
東
北
公
益
文
科
大
学
大
学
院

○
内
容
（
参
加
費
）・
日
時

①
﹁
公
益
学
総
論
﹂（
３
，
０
０
０
円
）

10
月
28
日
㈪　

午
後
６
時
～
９
時
10
分

②
﹁
社
会
調
査
論
﹂（
２
，
０
０
０
円
）

11
月
19
日
㈫　

午
後
６
時
～
７
時
30
分

○
会　

場　

同
大
学
鶴
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
ま

た
は
オ
ン
ラ
イ
ン

○
申
込
み
締
切
り　

①
10
月
23
日
㈬
ま
で

　

②
11
月
15
日
㈮
ま
で

○
問
合
せ
先　

同
大
学
院
事
務
室

☎
29
―
０
５
５
５

詳
細
・
申
込
み
は
、
同
大
学
院
ホ
ー
ム　

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
▼

﹁
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
﹂

結
婚
相
談
会

○
日　

時

11
月
17
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
45
分

○
内　

容　

婚
活
の
仕
方
、
お
見
合
い
相

手
の
紹
介
な
ど
（
１
組
45
分
程
度
）

○
対　

象　

結
婚
を
希
望
す
る
方
ま
た
は

そ
の
家
族
（
先
着
５
組
）

○
申
込
み
締
切
り

11
月
13
日
㈬
ま
で

○
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

や
ま
が

た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
庄
内

支
所

☎
64
―
８
８
９
５

毒キノコに注意!
キノコ狩りの際は、特に次の点に注意しましょう。
　 食用と確実に分かっているものしか採らない・
食べない
　安易に譲り渡したり、譲り受けたりしない
　 キノコを食べて、吐き気やしびれ等の体調不良
が見られた場合は、残品を持って早急に医療機
関で受診する

○問合せ先
　県食品安全衛生課　☎02₃－₆₃0－2₆₇₇

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
は
、
こ
ち
ら
か
ら
▼

https://x.gd/ZmBQthttps://x.gd/Dtxw5

https://www.n-bouka.or.jp/



2₀

また「わたしごと見本市」として各地域の実践紹介
ブースも並び、にぎわっていました。
　自分のわくわくを起点にした小さな仕事づくり
が、自分を変え、周りを巻き込み、地域をポジティ
ブに変えていくこと。消費者でしかなかった人た
ちがそれぞれプレイヤーに変わると、顔の見える
経済が回り出し、地域に小銭と笑顔が循環してい
くこと。仲間が増えることは、セーフティネット
にもなること。そんなことを再認識し、また庄内
のご飯が美味しいと皆さんに感激してもらえて
（笑）、感無量の1日でした。

　「わたしごと万博in SHONAI」が酒田市で開催さ
れ、私は運営側として関わらせていただきました。
このイベントは、「好き・得意」×「地域に良いこ
と」でわたしごとの仕事を作る、「ナリワイ・3ビ
ズ」と呼ばれる働き方の実践者が全国から集まり、
その活動を紹介するものです。
　埼玉県を中心に400人以上の仕事づくりをサポー
トしてきた「わたしごとJAPAN」共同代表の矢口真
紀さんによるトークショー
や、わたしごとのタネを見
つけるアイデアセッション、
公務員や公民連携を模索す
る方のための働き方を考え
るプログラムなどが開かれ、
約100人が参加しました。

“わたしのしごと、わたしごと
まちのことまで、わたしごと”

あかるさかおるの

スケッチブック №12

　全国女性会館協議会の全国大会は、全国各
地の男女共同参画センターや女性センターな
どが互いに情報・意見交換する機会として毎
年開催されています。
　今年は、初めて山形県で開催されます。関
心のある方はどなたでも参加できますので、
ぜひご参加ください。
○期　日　11月9日㈯、10日㈰
○会　場　遊学館（山形市緑町）
○�内　容　基調講演「地域経済と女性～若年
女性の人口流出をどう止めるか」（内閣府政
策統括官（元男女共同参画局長）林	伴子
氏）、パネル討論、分科会
○定　員　基調講演300人
　　　　　各分科会25～40人
○参加費　無料
○申込み締切り　10月25日㈮まで
○問合せ先
　山形県男女共同参画センター「チェリア」

☎023－629－7751

全国女性会館協議会
第68回 全国大会in山形2024

参加者募集!

▲詳細は、
こちらから

　やまがた就職促進奨学金返還支援事業（や
まがた若者定着枠）の追加募集を行います。

○支援額　最大1,248,000円
　　　　　	（26,000円×令和6年4月以降に奨

学金の貸与を受ける月数）
○対　象　	日本学生支援機構の第1種・第2

種奨学金および三川町育英奨学資
金の貸与を受けた学生

　　　　　※卒業後に県内に定住・就業が要件
○募集人数　県全体で38人
　　　　　　（申込み多数の場合は選考）
○申込み締切り　10月31日㈭まで
○申込み・問合せ先
　産業振興課	商工観光係　☎35－7015

奨学金の返還支援（追加募集） 

▲詳細は、県ホーム
　ページへ

【このコラムを書いている人　　】
菅
すがわら
原 明

さ や か
香 （あかるさかおる）

ナリワイA
ア ラ イ ア ン ス
LLIANCE 代表

⓽月㆓⓽日㈰「わたしごと万博in	SHONAI」＠東北公益文科大学

https://x.gd/810LK

http://yam
agata-cheria.org/
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広
告

ふるさと応援寄附金
ありがとうございました

｢メモリとCPU｣第10回

　パソコンやスマホなどの電子機器の中には、私たちが普段意識しないけれど、なくてはならな
い部品（パーツ）がたくさんあります。その中でも、特に重要なのが「CPU」と「メモリ」です。
　CPUは、電子機器の「頭脳」のようなもの。計算したり、命令を実行したりして、電子機器を
動かすための指示を出しています。種類によって性能に違いが生じ、数字が記載されている製品
の場合、一般的に数字が大きいほど高性能です。

（例：インテルi5＜インテルi7＜インテルi9）
　メモリは、CPUが仕事をするための「作業台」のようなもの。計算に必要なデータを一時的に
保管しておく場所です。メモリ（作業台）が広いと、CPUはたくさんのデータを同時に扱えるの
で、電子機器はサクサク動きます。これは、たくさんのものがあるときは、広い机で仕事をする
方が効率的なことと同じです。
　どちらも高性能・大容量であればあるほど、動作は軽く、一度に多くのソフトやアプリを使う
ことができますが、その分高額となっていきます。
　パソコンやスマホを選ぶときは、ぜひCPUとメ
モリに注目してみましょう。用途や予算にあわせて
最適な機器を選ぶことが、より快適なデジタルライ
フにつながるはずです。

△ 人口の動き 

△

（令和6年9月末現在）
（　　）内前月比

■人口数／7,012人（減5人）　男3,429人（増減なし）　女3,583人（減5人）
　増減の内訳　・転入14人・転出▲12人・出生4人・死亡▲11人
■世帯数／2,499戸（増減なし）

謹んでご冥福をお祈り申しあげます

ご家族等から広報掲載の承諾をいただいた方のみ掲載しています。

令和6年9月届出 （敬称略）

小林　康市（₈₅歳） 青　　山
大山　孝子（9₄歳） 押切中町
木野ふさみ（₈9歳） 三 本 木
今野　　稔（₈₈歳） 三 本 木
破石源太郎（₈1歳） 土　　橋

町野　泰夫（₈1歳） 成田新田
佐藤　則子（₈₇歳） すみよし
菅原さき子（₈₅歳） 押切下町
阿部　祥子（9₀歳） 三 本 木

みかわんのみかわんの ワン

　パソコンやスマホなどの電子機器の中には、私たちが普段意識しないけれど、なくてはならな

みかわんのみかわんの ワンDX
はじめの1歩

9月分　2,625人

イオンモール三川	TEL	0235-68-1600	https://www.aeon.jp/sc/mikawa/

ご寄附ありがとうございました
　地域福祉活動に役立ててほしい
と、次の方から三川町社会福祉協
議会にご寄附いただきました。

佐藤　昌幸	様
　　　桂子	様

デジタルに関する相談受付中
○対　象　　5人以上の町民グループ
○問合せ先　企画調整課	企画調整係
　　　　　　☎35－7013

https://x.gd/svgKP
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本紙掲載の記事、写真等の無断転載を禁じます。

イベントのお知らせ

あつまれ！赤ちゃん
○問合せ先　三川町観光協会　☎66－4656

いろり火の里なの花ホール

【時間】
10：00～13：00
（事前予約制）

13：00～15：00
（予約なしで入場可能）※最終入場14：00

【食べくらべセット】
ご飯つきカレーチケット
3枚セット　1,500円
2枚セット　1,200円

10月27日日

[左記以外の参加店はこちら]
・タイレストラン	サパーンマイ
・インドカレーのやかた	ナーランダ
・CoCo壱番屋	 ・齋藤家の燻製肉ご飯
・20curry	 ・風のオルファ
・タイレストラン	サバイ
・遊佐カレー	 ・椰の木カフェ

10月24日㈭まで

ご予約はこちら➡
または電話で
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   みかわ秋まつり
◆特別展示・一般展示等（入場無料）
○日　時　11月2日㈯～4日（月・休）
　　　　　午前9時～午後5時（4日は午後3時まで）
○会　場　三川町民体育館、アトク先生の館
○内　容　	黒須和清「切り起こしペーパークラフト

展」、「いけばな展」～嵯峨御流～、町民
による各種作品展示、物産販売ほか

○問合せ先　町教育委員会	社会教育係（テオトル内）
☎64－8310

芸術文化協会 第3回 踊りの会
○日　時　10月27日㈰　午後1時30分～
○会　場　子育て交流施設テオトル
○内　容　	町内各種団体による踊り・舞い

ほか

第38回 町民音楽会～ふれあいコンサート～
○日　時　11月10日㈰　午後1時30分～　
○会　場　子育て交流施設テオトル
○内　容　	町内各種団体・個人による演奏

コーラスほか

11/10㈰
まで

町内で撮影したお子さんの写真を紹介します。

※撮影のご協力ありがとうございました。

https://logoform
.jp/f/w

qzPc




